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ネパールにおける花卉産業の現状と文化的背景
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要 約 ネパールにおける花卉産業の現状を明らかにするために，信州大学のネパール農業実習で訪れた

カトマンズ，ポカラ，マルファ，ナラヤンガートにおいて調査を行った。主に切り花を取り扱うフラワー

ズデコレーターでは切り花に関して，主に鉢花を取り扱うナーサリーでは鉢花に関して，品目，価格，販

売形態および流通経路について聞き取り調査を行った。マリーゴールド（Tagetes spp.），アジサイ（Hy-

drangea spp.），ユリ（Lilium spp.）については特に注目し，認知度，用途，嗜好について聞き取り調査

した。調査結果をもとに，ネパールにおける花卉産業の成熟度，花卉と文化，宗教との関係について考察

した。
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諸 言

後発開発途上国に分類されるネパールの国民一人

あたりの年間GDPは約700ドル程度である 。ネパ

ール農業研究評議会（NARC）のもとに多数の国

立農業研究機関が設置され，自国の食料の安定的な

供給のため食用作物の栽培や育種などの研究および

技術普及活動をしている。しかし，商業目的の花卉

を研究する国立の研究機関はない 。また，ネパー

ルにおける食用作物の栽培と利用に関する調査報告

は多数あるが ，花卉については見あたらない。

そこで，本研究では世界最貧の後発開発途上国に位

置付けられるネパールにおける花卉産業の現状を調

査した。調査は平成26年度ネパール農業実習期間中

に実施した。

まず，ネパールにおける花卉産業の現状を把握す

るため，販売されている花卉の品目，価格，販売形

態および流通経路について聞き取り調査をした。次

に，ネパールで最も需要が多いマリーゴールドおよ

び本学部の蔬菜花卉園芸学研究室で研究されている

アジサイとユリについて，その認知度と用途，嗜好

および調査場所での有無を調査した。これらの結果

から，ネパールにおける花卉産業の現状を明らかに

するとともに，その文化的背景を考察した。

調査地および調査方法

１．調査地

平成26年度ネパール農業実習（2014年９月14～27

日）において訪れたカトマンズ，ポカラ，マルファ，

ナラヤンガートで実施した（図１）。

２．調査方法

⑴ 販売と流通

市場から花を仕入れて販売するフラワーズデコレ

イターと呼ばれる小売り店舗についてはカトマンズ

市内４店において聞き取り調査を行った。種苗を仕

入れて育苗し，苗や鉢花を販売するナーサリーにつ

いてはカトマンズ市内のNew Sun Flower
 

Nurseryとポカラ市内のRakshya Nurseryにおい

て調査した。また，切り花を卸す市場についてはカ

トマンズ市内のUnited Floraにおいて調査した。

調査項目は，取り扱っている切り花と鉢花の品目，

価格，販売形態，仕入れ先，および別の都市への流

通経路の有無と具体的な経路についてである。

⑵ 品目ごとの調査

ネパールの主要な花卉品目であるマリーゴールド

および本学部で研究されているアジサイとユリにつ

いて，認知度と用途，嗜好を現地住民に聞き取り調

査した。また，訪れた場所にアジサイとユリがある

か探索した。
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結果および考察

１．販売と流通

⑴ カトマンズ

a．フラワーズデコレイター

フラワーズデコレイターは卸し市場から切り花を

仕入れて販売するという販売形態で，日本における

一般の生花店に相当する。切り花はバラ（Rosa
 

spp.），グラジオラス（Gladiolus spp.），カーネー

ション（Dianthus spp.），リコリス（Lycoris spp.），

ガーベラ（Gerbera spp.），ユリ，スターチス

（Limonium spp.）等の品目が販売されていた。価

格は１本あたり20～150ルピー（１ルピー≒0.9円）

で，スターチスのみ10本ほどの束単位で販売されて

いた（表１）。切り花は店外に置かれた水の入った

バケツに入れられており，日本の生花店で見られる

ような冷蔵ショーケースは使用されていなかった

（図２Ａ）。切り花用の冷蔵貯蔵庫は後述するUnited
 

Floraにのみ備えられているとのことであった。実

際にカーネーションを一本購入したが，ラッピング

されることなくそのまま手渡された。フラワーズデ

コレイターには鉢花が売られておらず，切り花とそ

れをオアシスに挿して作るアレンジメントが売られ

ていた。オアシスの上面に切り花を挿して鉢花のよ

うなアレンジメントと，細長いオアシスの側面と前

面に切り花を挿し，全体の形を三角錐状に仕上げた

２種類が見られた（図２Ｂ）。価格は350～650ルピー

であった。

カトマンズのフラワーズデコレイターにおいて切

り花を購入した際にラッピングされなかったことや，

花束をほとんど確認できなかったことから，切り花

から花束を作って贈る習慣はあまり根付いていない

と推察される。しかし，ホテルやレストラン，日本

大使館では花瓶に活けられた切り花が見られ，イン

テリアとして花が飾られていた（図３）。

これらから，切り花はアレンジメントなどの飾り

物として使われることが多いと考察した。また，日

常的に切り花を大量に使う場面は見られなかったこ

と，切り花を扱う店舗がフラワーズデコレイターと

呼ばれていたことから，ネパールのフラワーズデコ

レイターは，日本の生花店と同様に，宗教行事など

の切り花を大量に必要とする機会に販売したり，そ

の際にアレンジメントなどの装飾を請け負うことで

生計を立てていると推察される。

b．切り花卸し市場：United Flora

カトマンズの生花小売店であるフラワーズデコレ

イターにはFloriculture Association Nepalという

組合があり，これに属している約50の小売店が，卸

し市場であるUnited Floraから切り花を仕入れて

いる（図４Ａ）。ここには毎朝カトマンズ近郊の村

で栽培された切り花が出荷されてくる。また，冬期

には近郊の村のみでは切り花が不足するため，温暖

な南部のタライ平野やインドから仕入れを行ってい

る。卸し市場を管理するGlobal Flora社のオフィ

スはネパールで唯一の切り花を貯蔵する冷蔵貯蔵庫

を備えていた（図４Ｂ）。

ホワイトボードには当日の各品目の取引価格が書

かれていた（図４Ｃ）。例えば，バラは４～10ルピ

ーで卸され，小売りでは25～30ルピーで販売されて

おり，15～26ルピーの利潤上乗せが見られた（表

１）。カトマンズではカーネーションとグラジオラ

スが最も需要が多い切り花であるとのことであった。

また，ここでは切り花だけでなくラッピング資材，

リボン，オアシスも販売されていた（図４Ｄ）。

c．ナーサリー：New Sun Flower Nursery

カトマンズのナーサリーNew Sun Flower
 

Nurseryでは鉢花と苗物のみが販売されており，切

り花やアレンジメントは取り扱っていなかった（図

５）。ここでは種子を仕入れて育苗し，苗を販売す

るという販売形態であった。マリーゴールドの苗で

は，花が開花しているものは30ルピー，開花前のも

のは15ルピーであった。種子はパンアメリカンシー

ド，ゴールドスミット，サカタ，ミヨシなど日本を

含む世界の種苗会社から購入していた。カトマンズ

のナーサリーで育苗されたマリーゴールドの苗はネ

パール各地に出荷される。東部はビラトナガル，西

部はネパールガンジ，南部はナラヤンガートを含む

表１．販売地別の各品目の価格（ルピー/本）

品目
カトマンズ

市場 小売り

ポカラ

小売り

カーネーション 10 20 30

ガーベラ ８ 20 30

グラジオラス ８～10 20 ―

スターチス（束） ― 100 ―

バラ ４～10 25 30

ユリ ― 150 ―

リコリス ― 20 ―

z：調査した2014年９月26日のレートは0.90円/ルピー。

y：スターチスは10本ほどの束で売られていた。

x：市場では最低価格と最高価格が明示されていた。

w：今回調査した場所では確認できなかった。

10 信州大学農学部紀要 第51巻 (2015)



チトワン郡まで出荷されているとのことであった。

調査した夏期には，高温のためにマリーゴールドを

育苗できない南部の都市に出荷されていた。なお，

チトワン郡まで出荷されたマリーゴールドの苗は60

ルピーで販売されている。逆に冬期には，ネパール

ガンジやナラヤンガートなどインド国境に接する低

標高の暖かい地方で育苗されたマリーゴールドが，

カトマンズに出荷される（図１）。また，国内で育

苗して販売するだけでなく，国外から苗を輸入する

場合もある。例えばアジサイでは，インドの西ベン

ガル州カリンポンから出荷されてきた苗が，カトマ

ンズのナーサリーからポカラのナーサリーに再度出

荷されていた。

⑵ ポカラ

ナーサリー：Rakshya Nursery

ポカラのRakshya Nurseryでは今回調査したな

かで唯一，切り花と鉢花の双方が売られていた。切

り花はバラ，ガーベラ，カーネーションが各30ルピ

ーで販売されていた（表１）。開花したアジサイ鉢

花が1500ルピー，開花前のものが600ルピーで販売

されていた。

また，ここでは本調査で唯一，花束の販売を確認

した（図６）。ポカラは有名な国際観光都市で，多

数の外国人観光客が滞在しており，花束の需要があ

るためと推察される。花束はすでにラッピングされ

た状態で，内容は約25cmの赤いバラ２本，約30cm

の赤いバラ２本，約40cmのピンクのカーネーショ

ン２本，約50cmの葉物が入っており，価格は200

ルピーであった。日本の花束のように長さをほぼ揃

えたものとは異なり，側面から全ての花が観賞でき

る花束であった。また切り花の切り口にウエットペ

ーパーなどは巻かれておらず，露出していた。

以上のように，人口約300万人を超える首都カト

マンズ では，高い花卉需要があるため，卸し市場，

ナーサリーから小売店のフラワーズデコレーターま

での流通構造が確立していた。一方，ポカラでは切

り花の卸し市場を確認できなかった。人口約30万人

のポカラ では需要が限られるために，卸し市場か

ら小売店に至る流通構造が確立していないと考察さ

れる。これは，カトマンズのナーサリーNew Sun
 

Flower Nurseryでは鉢花と苗物のみが，フラワー

ズデコレーターでは切り花のみが販売され，分業体

制が確立していたのに対して，ポカラのRakshya
 

Nurseryでは切り花と鉢花の双方が売られていたこ

とからも裏付けられる。

２．品目

⑴ マリーゴールド

図１．調査地とマリーゴールド苗の流通経路

黒矢印は夏期のマリーゴールド苗の流通経路

白矢印は冬期のマリーゴールド苗の流通経路
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今回訪れたいずれの都市においてもマリーゴール

ドが見られた。頭状花序のみを切り取り，糸でつな

げた「マラ」と呼ばれる飾り物が大半であったが，

家の軒先や，鉢花としても植栽されていた。また，

カトマンズ，ポカラ双方のナーサリーでマリーゴー

ルドの苗が他の品目よりも数多く見られた。「マラ」

は宗教の祭りや神仏像への供え物として使われてい

た（図７Ａ）。「マラ」は歓迎も意味するため，来訪

者の首にかける習慣もある。マルファでは，訪れた

際に「マラ」ではなかったが，15cm程度の切り花

のマリーゴールドが手渡された。収穫祭のダサイン

では「マラ」を車に飾るとのことであり，宗教的な

祭礼にもこの花がふんだんに使われている 。町

のフラワーズデコレイターだけでなく，「マラ」の

みを店先で作って販売している露店も見られた（図

７Ｂ）。マリーゴールドだけでなく他の花を使った

「マラ」も販売されていた。露店での価格はサイズ

により20～100ルピーであった。

マリーゴールドはヒンズー教にとって永遠や健康

を象徴する花であり，宗教と関わりの深い花である。

マリーゴールドの利用は頭状花序にとどまらず，根

は便秘に，葉は化膿に，汁液は風邪の薬としても使

用される現地住民にとってなじみ深い植物であ

る 。日本ではキクが葬式などの冠婚葬祭に使わ

れる最も需要の多い花であるように，ネパールでは

マリーゴールドが最も需要の多い花であった。道の

舗装や道路網などのインフラ整備も整わない環境で

あるにも関わらず，前述したナーサリーでは季節毎

に育苗できない地域へマリーゴールドの苗が出荷さ

れていることから（図１），周年での高い需要があ

ることが明らかである。マリーゴールドの「マラ」

は容易に乾燥してドライフラワーとなる。長期間観

賞が可能であるため，ドライフラワーとして利用さ

れている「マラ」もあった。しかし，周年の高い需

要があることから，消費者はドライフラワーの「マ

ラ」よりも生花の「マラ」を求めていると推察され

る。

⑵ アジサイ

アジサイの認知度は高く，ネパール語では「アン

クサラー」と呼ばれ，どの都市でも地植えと鉢植え

のアジサイが見られた。カトマンズではホテルやレ

ストランの商業施設とNew Sun Flower Nursery，

カトマンズからチトワンへの道中の休憩場所，チト

ワンではネパール農林大学大学構内，ポカラでは

Rakshya Nursery，そして最も辺境の地であるマ

ルファ（標高2660m）でも民家で鉢花を確認した

（図８）。ネパールに自生するアジサイ は存在す

るが，商業的に利用されているところを見ることは

なかった。また切り花は扱われていなかった。開花

時期は４～５月という認識が一般的であった。確認

した花色は全てピンクで，花序型は手毬咲のみであ

った。しかし，カトマンズ，ナラヤンガート，マル

ファの住民からは青色や額咲のアジサイも見たこと

があるという返答が得られた。ヒンズー教では赤や

オレンジは火を表す色として尊ばれているため，マ

リーゴールドと同様に暖色系のピンクの花色が好ま

れていると推察される。

⑶ ユリ

ユリにはネパール語の呼称が確認できず，「リリ

ー」と呼ばれていた。認知度はとても低く，花卉産

業従事者以外では誰も知らなかった。ポカラのトリ

ブヴァン大学プリティヴィ・ナラヤンキャンパス

（Prithvi Narayan Multiple Campus）構内のアン

ナプルナ自然史博物館には，ネパールユリ（Liliun
 

nepalense）の絵が展示されていたが，そこを管理

する学生はユリを見たことがないとのことであった。

アジサイと同様にネパールに自生するユリがネパー

ルユリを含めて５種 報告されているが，商業的に

利用されているところを見ることはなかった。ポカ

ラのRakshya Nurseryの店長はユリを認知してい

たが，取り扱っていなかった。ユリの切り花が出回

る時期は５～７月の雨季であり，結婚式の車の装飾

などに利用するとのことであった。一方，カトマン

ズのフラワーズデコレイターには切り花が販売され

ていた。価格は150ルピーで，他の花と比べると高

価であった。花色は全てピンクで，白色のユリは取

り扱っていなかった。Global Flora社のオフィス

の話では，白色よりもピンクの色のユリの需要が多

く，他の切り花と同様にカトマンズ近郊の村で栽培

されているとのことであった。欧米では白は純潔を

意味する色であり，キリスト教社会では白色のユリ

が珍重されている。しかし，ネパールにおいて需要

の多いユリの花色は，アジサイと同様にピンクであ

った。ヒンズー教では白色が死を意味することから

敬遠されていると推察される。

お わ り に

カトマンズにフラワーズデコレイターが現れたの

は15年ほど前とのことであり，花卉産業は成り立っ

ているが，その歴史はまだ浅い。切り花農家やナー

サリーは他国の種苗会社から種子を購入しており，
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図４．カトマンズ市内の切り花卸し市場（United Flora）

Ａ．United Floraの外観

Ｂ．ネパール国内で唯一の切り花を貯蔵するための冷蔵貯蔵庫

Ｃ．取引価格が書かれたボード

Ｄ．売られていたラッピング資材

図３．カトマンズ市内のホテルにて見られた活け花

図２．カトマンズ市内のフラワーズデコレイターの様子

Ａ．店外に置かれたバケツに活けられた切り花

Ｂ．三角錐状に整えられたアレンジメント

Ａ Ｂ

Ａ Ｂ

Ｃ Ｄ
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図８．マルファにて見られたアジサイの鉢花

図７．カトマンズ市内で見られたマラ

Ａ．ガネーシャ像に供えられていたマラ

Ｂ．露店で売られていたマラ

図６．ポカラにて購入した花束

図５．カトマンズ市内のナーサリー

（New Sun Flower Nursery）

30㎝

Ａ Ｂ

14 信州大学農学部紀要 第51巻 (2015)



自国に花卉を育種する種苗会社はない。国立の研究

機関でも花卉は扱われていない。今回の調査では販

売と流通に関する調査に留まり，切り花生産者や消

費者については調査していない。ネパールにおける

花卉産業と花卉文化への理解をさらに深めるために

は，生産者と消費者についての調査が必要である。
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Present Situation of Floral Industry and its Cultural Background in Nepal
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Summary
 

The present situation of floral industry was investigated by interviews with staffs of Flowers
 

Decorator and Nursery at Kathmandu,Pokhara,Marpha and Narayangadh in Nepal,Sept.2014.Item of
 

flowers, their prices, sales form and distributing channel were investigated. Established floral industry
 

exists only in Kathmandu where more than three million consumers are living.With regard to marigold

(Tagetes spp.),hydrangea (Hydrangea spp.) and lily (Lilium spp.), their familiarity, intended use and
 

preference were surveyed. The most important flower item is marigold combined with Hinduism.

Hydrangea was preferred and found everywhere but lily was not familiar at all.

Key word:floral industry,flowers decorator,Hinduism,Nepal,nursery,
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